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1. 平成30年3月期第2四半期の連結業績（平成29年4月1日～平成29年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期第2四半期 27,271 11.7 3,133 47.3 3,145 47.0 2,461 57.6

29年3月期第2四半期 24,414 △10.2 2,127 △17.6 2,140 △20.7 1,562 △14.9

（注）包括利益 30年3月期第2四半期　　2,516百万円 （65.5％） 29年3月期第2四半期　　1,520百万円 （△1.9％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

30年3月期第2四半期 39.84 ―

29年3月期第2四半期 24.49 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

30年3月期第2四半期 50,793 40,278 79.3 651.92

29年3月期 47,145 38,153 80.9 617.52

（参考）自己資本 30年3月期第2四半期 40,278百万円 29年3月期 38,153百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年3月期 ― 6.00 ― 6.00 12.00

30年3月期 ― 7.00

30年3月期（予想） ― 8.00 15.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有

3. 平成30年 3月期の連結業績予想（平成29年 4月 1日～平成30年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 54,500 11.0 4,800 12.0 4,800 9.9 3,500 5.3 56.65

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年3月期2Q 70,156,394 株 29年3月期 70,156,394 株

② 期末自己株式数 30年3月期2Q 8,372,178 株 29年3月期 8,371,505 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年3月期2Q 61,784,619 株 29年3月期2Q 63,785,449 株

※四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

・決算補足説明資料は、当社ホームページに掲載しております。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、企業収益の回復や雇用環境に改善が見られるな

ど、緩やかな回復基調が続きました。海外経済は、米国の政策動向、中国の景気減速懸念、北朝鮮情勢

の緊迫化等のリスク要因を抱えつつも、全体として緩やかに回復しました。資源価格については、原油

価格は堅調に推移した一方で、銅の国内建値は上昇基調で推移しました。

　この間における我が国の銅電線需要は、全体として堅調に推移し、前年同期と比較して概ね横ばいと

なりました。また、電子材料分野においては、スマートフォン新規モデル向け等の機能性フィルム需要

が前年度より早く立ち上がり、好調に推移しました。

　当第２四半期連結累計期間において当社グループは、こうした環境のもと、引き続き、事業運営の効

率化、高付加価値品へのシフト等、競争力強化のための各種取り組みを進めるとともに、新規・周辺事

業開発を推進してまいりました。その結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は272億７千１百万円

（前年同期比11.7％増）、営業利益は31億３千３百万円（前年同期比47.3％増）、経常利益は31億４千

5百万円（前年同期比47.0％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は24億６千１百万円（前年同期

比57.6％増）となりました。

　セグメントごとの業績の概況は次のとおりです。

＜電線・ケーブル事業＞

　銅価格が前年同期と比較して高値で推移したことを主因に、売上高は151億１千９百万円（前年同期

比10.3％増）となりました。また、製品構成の改善とコストダウンに努めた結果、営業利益は４億８千

３百万円（前年同期比4.1％増）となりました。

＜電子材料事業＞

　主要製品であるスマートフォン等携帯端末向け機能性フィルムの需要の立ち上がりが前年度に比べ早

まったことを主因に、売上高は114億２千４百万円（前年同期比14.9％増）、営業利益は30億３千６百

万円（前年同期比55.2％増）となりました。

＜その他事業＞

　光部品事業等が減収となったことにより、売上高は７億４千３百万円（前年同期比5.2％減）、営業

損益は１千１百万円の損失（前年同期は７百万円の営業利益）となりました。

　

（２）財政状態に関する説明

　当第２四半期連結累計期間における資産合計は、受取手形及び売掛金、棚卸資産および短期貸付金の

増加等により、前連結会計年度末に比べ36億４千７百万円増加し、507億９千３百万円となりました。

　負債合計は、支払手形及び買掛金、未払法人税等の増加等により、前連結会計年度末に比べ15億２千

２百万円増加し、105億１千５百万円となりました。

　純資産合計は、利益剰余金の増加等により、前連結会計年度末に比べ21億２千４百万円増加し、402

億７千８百万円となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　連結業績予想につきましては、当第２四半期連結累計期間の業績を考慮し、通期の予想を修正いたし

ました。詳細につきましては、本日（平成29年10月25日）公表いたしました「業績予想および配当予想

の修正に関するお知らせ」をご参照ください。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,254 1,235

受取手形及び売掛金 14,375 16,334

製品 1,988 1,987

仕掛品 3,468 4,227

原材料及び貯蔵品 624 617

繰延税金資産 201 245

短期貸付金 9,726 10,229

その他 620 728

貸倒引当金 △1 △0

流動資産合計 32,258 35,604

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 4,976 5,697

機械装置及び運搬具（純額） 2,931 3,062

工具、器具及び備品（純額） 339 401

土地 3,916 3,806

建設仮勘定 912 248

有形固定資産合計 13,075 13,217

無形固定資産

ソフトウエア 144 134

ソフトウエア仮勘定 0 1

施設利用権 5 5

その他 17 16

無形固定資産合計 168 158

投資その他の資産

投資有価証券 930 988

長期前払費用 10 11

繰延税金資産 615 707

その他 97 116

貸倒引当金 △10 △10

投資その他の資産合計 1,643 1,813

固定資産合計 14,887 15,189

資産合計 47,145 50,793

決算短信（宝印刷） 2017年10月23日 09時32分 3ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）



タツタ電線株式会社(5809) 平成30年３月期 第２四半期決算短信

― 4 ―

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,398 4,274

リース債務 2 1

未払金 720 759

未払費用 1,157 1,217

未払法人税等 826 1,273

その他 466 619

流動負債合計 6,571 8,146

固定負債

長期借入金 1,050 1,050

リース債務 0 -

退職給付に係る負債 797 918

環境対策引当金 106 92

事業構造改善引当金 183 35

資産除去債務 182 173

繰延税金負債 15 13

その他 84 84

固定負債合計 2,421 2,368

負債合計 8,992 10,515

純資産の部

株主資本

資本金 6,676 6,676

資本剰余金 4,536 4,516

利益剰余金 29,681 31,772

自己株式 △2,456 △2,457

株主資本合計 38,437 40,508

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 229 272

繰延ヘッジ損益 149 136

為替換算調整勘定 △51 △61

退職給付に係る調整累計額 △611 △577

その他の包括利益累計額合計 △283 △229

純資産合計 38,153 40,278

負債純資産合計 47,145 50,793
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

売上高 24,414 27,271

売上原価 18,240 19,835

売上総利益 6,174 7,435

販売費及び一般管理費 4,046 4,302

営業利益 2,127 3,133

営業外収益

受取利息 3 3

受取配当金 8 9

補助金収入 40 10

その他 45 39

営業外収益合計 99 62

営業外費用

支払利息 8 6

固定資産廃棄損 0 3

為替差損 61 5

その他 16 34

営業外費用合計 86 50

経常利益 2,140 3,145

特別利益

投資有価証券売却益 - 5

固定資産売却益 - 209

特別利益合計 - 215

特別損失

固定資産廃棄損 - 74

特別損失合計 - 74

税金等調整前四半期純利益 2,140 3,286

法人税、住民税及び事業税 748 990

法人税等調整額 △169 △165

法人税等合計 578 824

四半期純利益 1,562 2,461

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,562 2,461
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

四半期純利益 1,562 2,461

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △23 42

繰延ヘッジ損益 73 △12

為替換算調整勘定 △113 △9

退職給付に係る調整額 22 33

その他の包括利益合計 △41 54

四半期包括利益 1,520 2,516

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,520 2,516
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 2,140 3,286

減価償却費 733 791

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △42 12

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） 87 156

事業構造改善引当金の増減額（△は減少） △12 △148

環境対策引当金の増減額（△は減少） △5 △14

貸倒引当金の増減額（△は減少） △0 △0

受取利息及び受取配当金 △12 △12

投資有価証券売却及び評価損益（△は益） - △5

補助金収入 △40 △10

支払利息 8 6

有形固定資産売却損益（△は益） △0 △201

固定資産廃棄損 0 75

売上債権の増減額（△は増加） 442 △1,959

たな卸資産の増減額（△は増加） 554 △751

その他の資産の増減額（△は増加） 58 △125

仕入債務の増減額（△は減少） 414 850

未払金の増減額（△は減少） 5 229

未払費用の増減額（△は減少） △32 59

未払消費税等の増減額（△は減少） 42 △77

その他の負債の増減額（△は減少） △12 165

小計 4,328 2,325

利息及び配当金の受取額 12 12

利息の支払額 △8 △6

法人税等の支払額 △246 △563

補助金の受取額 40 10

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,126 1,779

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の取得による支出 △207 △2

有価証券の売却による収入 - 13

有形固定資産の取得による支出 △1,114 △1,185

有形固定資産の売却による収入 0 319

無形固定資産の取得による支出 △41 △23

短期貸付金の純増減額（△は増加） △1,752 △502

投資その他の資産の増減額（△は増加） △6 △23

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,121 △1,404

財務活動によるキャッシュ・フロー

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △1 △1

長期借入金の返済による支出 △1,010 -

配当金の支払額 △382 △370

連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得
による支出

- △20

自己株式の取得による支出 △0 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,393 △392

現金及び現金同等物に係る換算差額 △8 △0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △397 △18

現金及び現金同等物の期首残高 1,595 1,254

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,198 1,235
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

　 該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

　 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結損益
計算書計上額

(注)３
電線・

ケーブル事業
電子材料事業 計

売上高

　外部顧客への売上高 13,705 9,939 23,645 769 24,414 - 24,414

　セグメント間の内部
　売上高又は振替高

- - - 14 14 △14 -

計 13,705 9,939 23,645 784 24,429 △14 24,414

　 セグメント利益 464 1,955 2,420 7 2,427 △300 2,127

(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、機器システム製品事業、環境分

析事業、光部品事業を含んでおります。

２ セグメント利益の調整額△300百万円は、セグメント間取引消去４百万円、各報告セグメントに配分してい

ない全社費用△305百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費

及び研究費用であります。

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日)

　 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結損益
計算書計上額

(注)３
電線・

ケーブル事業
電子材料事業 計

売上高

　外部顧客への売上高 15,119 11,424 26,543 728 27,271 - 27,271

　セグメント間の内部
　売上高又は振替高

- - - 15 15 △15 -

計 15,119 11,424 26,543 743 27,286 △15 27,271

　セグメント利益
　又は損失（△）

483 3,036 3,520 △11 3,508 △374 3,133

(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、機器システム製品事業、環境分

析事業、光部品事業を含んでおります。

２ セグメント利益又は損失の調整額△374百万円は、セグメント間取引消去５百万円、各報告セグメントに配

分していない全社費用△380百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一

般管理費及び研究費用であります。

３ セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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